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(ア)
a b

dc の a b c，，がそれぞれ5の倍数のとき，

d にあてはまる数を求めよ。 答 36

(イ)
a b

dc の中の a から d までの数の関係は，｢ a＋dから b＋cをひくと１になる。｣

このことを説明せよ。(かけられる数を ，かける数を とする。)
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aを mnとすると はかける数である に１を加えたものとなるので，残りの , , はb n b c d

n＋1

m＋ 1

a＝mn
b＝m(n＋ 1)
c＝(m＋1)n
d＝(m＋1)(n＋1)

b＝m(n＋1) c＝(m＋1)n d＝(m＋1)(n＋1)同様に， ， なので

a＋d＝mn＋(m＋1)(n＋1)
a＋d＝mn＋mn＋m＋n＋1
a＋d＝2mn＋m＋n＋1

b＋c＝m(n＋1)＋ (m＋1)n

b＋c＝mn＋m＋mn＋ n

b＋c＝ 2mn＋m＋ n…① …②

①，②より

(a＋d)－(b＋ c)＝(2mn＋m＋n＋1)－(2mn＋m＋n)

2mn＋m＋n＋1－2mn－m－ n

＝ 1
＝

よって， a＋dから b＋cをひくと１になる。

４

説明

か
け
ら
れ
る
数

かける数

横の数
縦
の
数

神奈川県入試直前予想演習 第３回2014第２弾


